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年月日 場所 落雷箇所 被害の状況 
1975 / 8 / 5 香川県大内町 ヘリコプター 自衛隊ヘリコプターが落雷を受けて墜落、４人死亡。
1989 / 8 / 12 中国　山東省 石油タンク
黄島の石油貯蔵所の貯蔵タンク１基が落雷で爆発。さらに数基が誘爆。５人死亡、
12人行方不明、86人負傷。
1990 / 12/ 11 大阪国際空港 航空機整備中
大阪国際空港国際線６番スポットで、駐機中のB‐747機首付近の地面に落雷。近く
で作業していた作業員１人が負傷。
1994 / 8 / 31 群馬県吾妻町 電車 停車中の普通電車後部運転席に落雷。車掌１人が負傷。
2000 / 8 / 7 山梨県山中湖村 ラグビー場
中学校のラグビー部が合宿中、雨が降り出す前にグラウンド付近の木の近くに落雷。
木から５～10m離れていた、ラグビー練習中の中学２年生が２人負傷。 
2001 / 7 / 17 滋賀県日野町 下校中、自転車 自転車で学校から帰宅途中の小学５年生が落雷に遭い、１人重傷。 
2002 / 5 / 24 北海道札幌市 学校内
小学校のボイラー室付近に落雷。隣接の給食室でマンホール蓋が飛び、食品納入業
者１名負傷。 
2003 / 9 / 3 佐賀県大和町 下校中
小学４年生が下校途中、町道上で落雷に遭い、１人死亡（落雷で国会議事堂の外壁
が壊れた日と同日） 。
2004 / 7 / 5 沖縄県名護市 電話工事 島に架ける橋の建設工事現場（橋の歩道）に落雷。電話工事の作業員が１人死亡。
2004 / 7 / 27 奈良県天川村 建設工事 送電用鉄塔解体工事中、雨のため作業中断中に落雷。２人負傷。 
2005 / 4 / 21 中国　重慶市 火薬工場
激しい雷雨の中、落雷直後に民間向け火薬工場の乳化作業所が大爆発し、３階建て
工場が完全に破壊された。作業員19人が死亡、10人負傷。
2005 / 8 / 23 東京都江戸川区 河川敷野球場
軟式野球試合中に、河川敷野球場の２塁ベース後方 10mの芝生に落雷。高校生２人
負傷、ショックで一時過呼吸状態。青空も見えていたが、遠くに雷鳴は聞こえていた。




2006 / 7 / 14 千葉県佐倉市 土木工事
宅地造成現場で、配管工事中に雷雨が激しくなったので、作業を中断しようとした
矢先に、落雷。現場監督１人が意識不明重体、作業員１人も負傷。
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被害構成要素 デンマーク ドイツ　450kW以上 スウェーデン　450kW以上
ブレード 10 35 43
電源システム 20 20 22
制御システム 51 36 18
機構部 7 4 4
その他 12 5 13
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